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　落葉樹は冬に葉を落とす。葉が落ちた後の部
分は葉痕と呼ばれる。葉痕には葉に水分や養分
などを運んでいた管の部分がよく目立つものも
多い。葉痕は顔のように見えるものも多く面白
い形をしているので冬ならではの観察ができ
る。
　春に芽吹く部分が冬芽で、特に花になる部分
の冬芽は花芽と呼ばれ、大きくてよく目立つ。
春の雑木林で最も早く葉を出し花を咲かせるの
がニワトコだ。今はまだ春は遠いように思われ
るが、ニワトコの冬芽は少しずつ開きはじめて
おり、つぼみらしい粒が見えている。
　ニワトコは葉痕もなかなか面白い形をしてい
る。花芽でない葉になる冬芽は細く尖って角の
ように突き出している。顔のように見える葉痕
には眉毛のような模様もある。可愛らしい小鬼
の顔のようにも見える。ニワトコ以外にも葉痕
が顔のように見える植物は多いので、身近な場
所にある葉痕を探してみよう。

ニワトコの冬芽と葉痕

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶開館時間　9:00 ～ 16:00
▶観覧料　一般 200 円、小中学生 100 円
　　　　　※白鳥映雪館もご覧いただけます
▶休館日　2/3 ㈪、10 ㈪、17 ㈪

20 年後のわたしへ展20 年後のわたしへ展令和 6 年度令和 6 年度

　市内６小学校６年生全員の「自画像」と 20 年
後の自分に宛てた「メッセージ」約 300 点が一堂
に並びます。小学校卒業を間近に控えた６年生が、
中学校という新しいステージへ羽ばたこうとする
自分と向き合い、様々な技法で今の自分を表現し
ています。一人一人のメッセージにはどんな思い
が込められているのでしょうか。ぜひ、会場にて
ご覧ください。
　また、芦原中学校、東中学校の生徒による作品
も併せて展示します。

～ 20 年後の自分へ送るメッセージと自画像展 ～～ 20 年後の自分へ送るメッセージと自画像展 ～

2/2 ㈰ ～ 2/23 ㈰展示期間

【写真左】花芽、【写真右】葉痕


